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愛知教育大学動物実験実施に関する内規

（２００７年１０月１７日制定）

（趣旨）

第１条 この内規は，愛知教育大学動物実験規程（２００６年規程第７５号。以下「規程」

という。）第１３条及び第４２条の規定に基づき，動物実験に関し必要な事項を定める。

（動物実験計画書の提出期限）

第２条 規程第９条第１項及び第２項に規定する動物実験責任者から学長への動物実験計

画書（以下「計画書」という。）の提出期限は，実験開始希望日の２か月前までとする。

２ 規程第９条第３項の規定に基づき，動物実験計画の内容を変更しようとする場合は，

速やかに計画書の変更の申請をしなければならない。

３ 前項の規定に関わらず，動物実験実施者の変更のみの場合は，動物実験実施者変更届

（様式１）の提出をもって，計画書の変更の申請に代えることができる。

（動物実験計画書の審査結果報告期限）

第３条 規程第１１条に規定する動物実験委員会（以下「委員会」という。）から学長への

計画書の審査結果報告期限は，実験開始希望日の１４日前までとする。

２ 規程第１２条に規定する学長から申請者への通知は，前項の報告後直ちに行うものと

する。

（動物実験実施結果報告書の提出期限）

第４条 規程第１９条に規定する動物実験責任者から学長への年度ごとの動物実験実施結

果報告書（以下「報告書」という。）の提出期限は，翌年度の４月３０日までとする。

２ 学長は，規程同条第２項の規定に基づき委員会に諮問した結果を，必要に応じて動物

実験責任者に助言するものとする。

（飼養保管施設設置承認申請書の提出期限）

第５条 規程第２０条第１項に規定する動物実験責任者から学長への飼養保管施設設置承

認申請書（以下「飼養保管施設申請書」という。）の提出期限は，飼養保管施設設置希望

日の２か月前までとする。

２ 飼養保管施設の内容を変更しようとする場合は，速やかに飼養保管施設申請書を再提

出しなければならない。

３ 再提出のあった飼養保管施設申請書の審査等については，設置承認申請の際の手続き

を準用するものとする。

（飼養保管施設設置承認申請書の審査結果報告期限）

第６条 規程第２０条第２項に規定する委員会から学長への飼養保管施設申請書の審査結

果報告期限は，飼養保管施設設置希望日の１４日前までとする。

２ 前項の報告を受けた学長は，承認又は非承認を決定し，直ちに申請者への通知を行う

ものとする。

（実験室設置承認申請書の提出期限）

第７条 規程第２２条第１項に規定する動物実験責任者から学長への実験室設置承認申請

書（以下「実験室申請書」という。）の提出期限は，実験室設置希望日の２か月前までと

する。

２ 実験室の内容を変更しようとする場合は，速やかに実験室申請書を再提出しなければ
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ならない。

３ 再提出のあった実験室申請書の審査等については，設置承認申請の際の手続きを準用

するものとする。

（実験室設置承認申請書の審査結果報告期限）

第８条 規程第２２条第２項に規定する委員会から学長への実験室申請書の審査結果報告

期限は，実験室設置希望日の１４日前までとする。

２ 前項の報告を受けた学長は，承認又は非承認を決定し，直ちに申請者への通知を行う

ものとする。

（施設等の廃止届の提出期限）

第９条 規程第２５条に規定する動物実験責任者から学長への飼養保管施設廃止届及び実

験室廃止届の提出期限は，当該施設等を廃止しようとする２か月前までとする。

（飼養保管標準操作手順の提出）

第１０条 規程第２６条の規定に基づき飼養保管の標準操作手順を作成した管理者及び実

験動物管理者は，速やかに学長に提出しなければならない。

（実験動物飼養保管記録の提出期限）

第１１条 規程第３２条第２項の規定する実験動物管理者から学長への実験動物飼養保管

記録の提出期限は，翌年度の４月３０日までとする。

（緊急時の対応計画の作成）

第１２条 規程第３６条の規定に基づき地震，火災等の緊急時の対応計画を作成した管理

者は，速やかに学長に提出しなければならない。

（教育訓練実施記録の保存）

第１３条 規程第３７条第２項の規定に基づき，学長は教育訓練の実施記録を保存するた

め，教育訓練実施記録（様式２）を作成しなければならない。

附 則

この内規は２００７年１０月１７日から施行する。


